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概要 

 学習方略については, 深い処理の学習方略をおこなうこ

とで成績が向上することが明らかになっている. 現状では, 

学習方略に関する研究において視線の動きに着目しておこ

なわれているものは少ない.  

 そこで本研究では, 視線入力装置を用いて暗記課題時の

視線の動きを測定した. 結果, 視線の動きと課題の合計点

数から浅い処理の方略と深い処理の方略時の視線の動きを

可視化することができた. 最後に視線について評価してい

くことの重要性について述べる. 
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1. はじめに 
 これまでの学習方略の研究の中で, 学習方略とは, 

「学習者の効果を高めることを目指して意図的に行う心

的操作あるいは活動」と定義されている[1]. Marton & 

Saljoらの研究では, 学生へのインタビューをもとに学習

方略を「浅い処理の学習方略」と「深い処理の学習方略」

大別している[2]. さらに日本認知心理学会は, 浅い処理

の方略について反復を中心とする学習方略をリハーサル

方略と名づけたうえで, 深い処理の学習方略を, 「精緻

化方略と」と「体制化方略」に分類している[3]. また, 

学習の際に使用される情報リソースに関しても, テキス

トや教師による講義, 視聴覚教材など様々なものが使用

されて研究が行われている[4][5][6]. さらに学習方略と

学習成績の関連に加え, 認知, 動機付けなどの学習者要

因についての研究が行われている[7][8]. 以上のことか

ら，効果的な学習方略が選択されていることが, 学習者

にとっても指導者にとっても重要であることがわかるが, 

学習時にどのような方略を用いているかを可視化した研

究は少ない. 学習者がどのように学習しているかを明ら

かにすることができれば, 学習者にとっても，指導者に

とっても有益な情報になると考えられる.  

 本研究は, 暗記課題に取り組む際に図や説明の配置が

画面の左側あるいは右側にあることによって, どのよう

に視線が動いているのかを明らかにすることを目的とし, 

視線入力装置を用いて, 視線の動きを記録した.  

 

2. 方法 

1.対象者 

 研究の趣旨を説明し, 同意を得られた医療系大学の学

生20名(平均年齢19.95±1.36歳, 男性n=11, 女性n=9)を

対象とする.  

 

2. 実験装置・環境 

 視線入力装置は, EyeTec 社製の TM5-mini を使用し, 

miyasuku EyeConRC（以下, 視線検出装置）を利用して視

線の検出・記録をおこなう. 視線検出装置は, unicorn社

が製作したソフトウェアであり, パソコン画面の表示内

容と一緒に視線データを記録し, 視線の動きを分析する

ことができる. これによって, 被験者が画面のどこを見

ているのかを明らかにすることができる. 検査実施前に

は, miyasuku EyeConRCでキャリブレーションをおこない, 

視線を認識し追従しているかの確認をおこなった． 

 被験者は, 固定された椅子に座って実験をおこなった. 

被験者の前方のノートパソコン（画面サイズ15.6型：解

像度：1920×1080px）に暗記課題を提示した. 作業時の被

験者の姿勢は, 視線計測に影響を与えないように動かな

いように指示をした.  

 

3. 実験方法 
 暗記課題を提示する前に解答項目を提示し, その後パ

ソコン画面に映し出された問題を 8 問連続して覚えても

らった. その際, 視線入力装置で視線の動きを記録した. 

最後に覚えた内容を解答用紙に記入してもらった.  
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1. 暗記課題 

 暗記課題として星座の模式図（以下, 図）とその星座

の解説（以下, 説明）を提示した. 暗記課題の作成は, 

Microsoft PowerPoint for Macバージョン16.71 を使用し

た. PowerPointのツールバーの表示で垂直方向ガイドが0

の地点を基準として左右を分けた. 画面の左側に図, 右

側に説明が表示される問題（図1）を4問, 画面の左側に

説明, 右側に図が表示される問題（図2）を4問の計8問

を作成した. 出題する順番については, ランダムに並ぶ

ように乱数表を用いて順番を決め, 4 つのパターンを作

成した. 

     

図 1 左図問題          図 2 左説明問題 

 

2. 解答項目 

 検査を実施する前に解答項目について説明をおこなっ

た. 画面に表示される説明から①星座の名前, ②季節を, 

図から③一等星の名前, ④一等星の位置を出題すること

を説明し, 解答用紙は出題される順番通りになっていな

いことを伝えた.  

 

3. スライド表示順序と視線の記録 

 スライドは,休息用スライド, 視る位置を指定したスラ

イド, 問題, 休息用スライドという順で作成した（図3）. 

画面の切り替えについては, 図 3のⅠは, 手動で画面を

切り替えた. この時, 画面を切り替える時点で視線入力

の記録を開始させた. Ⅱは, 5秒で自動的に画面が切り替

わるにようにし, 画面切り替え時間を2秒とした. Ⅲは, 

30秒で自動的に切り替わるようにし, 画面の切り替え時

間を2秒とした. この時に視線入力の記録を終了した. Ⅳ

は, 手動で画面を切り替えた. その際に体調の確認をお

こなった.  

 

図3 スライド概要 

4. 評価指標 

1) 視ていた時間については, 図または説明を視ていた時

間, 画面の左側あるいは右側を視ていた時間を測定した．

図, 説明または左, 右をバランスよく視ていたかを明ら

かにするために，画面の左側を視ていた時間と右側を視

ていた時間の差（以下, 左右視差）を評価指標とした.  

2）点数については, 図の点数, 説明の点数, 合計点数を

評価指標とした.  

3) 初めて視線が動く方向は, 視る位置を指定したスライ

ドから問題スライドに切り替わった後に視線が動いた方

向を評価した. 図あるいは説明のどちらに動いたかと左

あるいは右のどちらに最初に動いたかを記録し評価指標

とした.  

 

4. 統計解析 
分析1： 合計点数と, 画面の左側を視ていた時間，右側

を視ていた時間, 左右視差についてPearsonの積率相関分

析をおこなった.  

分析 2：評価指標（視ていた時間・点数・初めて視線が

動く方向）について, 左図と左説明, 画面の左側と右側, 

図と説明で, 対応のあるt検定をおこなった.  

統計ソフトには, IBM SPSS Statistics ver28.0.1.0を使

用した.  

 

5．結果 

 画面の左側を視ていた時間と全体の合計点数について

は, 正の相関が認められた. また, 画面の左右を視てい

た時間の差との間には, 弱い負の相関が認められた (表

1).  

 

表1 合計点数に関する相関分析表 

 r M SD 

左側を視ていた

時間 
.514 * 15.936 1.583 

右側を視ていた

時間 
-.603 * * 17.064 1.568 

左右視差 -0.214 2.663 1.874 
* *  有意水準1%  
*    有意水準5%  

 

 左図と左説明を比較した時, 図や説明を視ていた時間, 

合計点数に有意差は認められなかった.  

 左と右を比較した時, 視ていた時間や初めて視線が動

いた方向, 合計点数に有意差は認められなかった. 

 図と説明を比較した時, 視ていた時間は図より説明の

ほうが有意に長かった. また, 初めて視線が動く方向は, 

図より説明のほうが多かった（表2）. 
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表2 t検定の結果 

 左図 左説明  

 M SD M SD t値 

図を視ていた

時間 
11.625 5.724 12.578 4.658 1.298 

説明を視てい

た時間 
21.550 5.475 20.249 4.432 1.914 

図の点数 1.400 1.046 1.600 1.465 0.567 

説明の点数 3.250 1.713 3.750 1.372 1.228 

合計点数 4.650 2.477 5.350 2.231 1.113 

 

 左 右  

 M SD M SD t値 

視ていた時間 15.936 1.584 17.064 1.568 1.625 

初めて視線が

動いた方向 
3.800 1.281 4.200 1.281 0.698 

合計点数 5.150 1.785 4.850 2.412 0.698 

 

 図 説明  

 M SD M SD t値 

視ていた時間 12.100 4.952 20.900 4.743 4.064* 

初めて視線が

動いた方向 
1.200 1.361 6.800 1.361 9.200* 

*    p < .001 

6．考察 

 本研究の結果, 視線の動きを可視化することで以下の

3つのことが明らかとなった.  

 画面の左側を視ていた時間と合計の点数には正の相関

がみられ, 画面の左側を長く視ている方が合計の点数が

高いことが明らかとなった. 左脳は右空間を, 右脳は左

右空間を主に監視していると報告されている[9]. このこ

とから, 人間は左空間に注意を向けにくい傾向があると

考えられる. 本研究の結果から，注意を向けにくい左側

に注意を向けることで点数が上がることが示唆された．

そのため,教育者は, 左側に注意を向けるように指し示し

ていくことで学習効果を得やすいと考えた.  

 次に, 画面の左側と右側の視ていた時間との差が小さ

い時は合計点数が高い傾向にあることが明らかとなった. 

左右の画面を視ていた時間の差が少ない人は, 視線が画

面の左右を行き来しており, それらの関連性を作り出し, 

理解する深い処理の学習方略をおこなっていたと推察さ

れる.よって, 合計点数が高くなっていたと考えられる. 

また, 画面の片側を視る時間が長くなっている時は, 意

味的な符号化を伴わない単純なリハーサルをしていると

推察できる. これは浅い処理の学習方略であり，リハー

サルを繰り返すだけの暗記になっていると考えられる.       

一般的に無関係なチャンクを記憶しようとする場合, 例

えば単語でもせいぜい 7個が最大であるとされ, 15秒か

ら 30秒程度で消失されてしまうとされている[10]．つま

り, 画面の片側を視る時間が長くなっている時は，暗記

に頼る学習方略になっており合計点数が低くなったと考

えられる.   

また，視線が初めて動く方向は, 説明を視にいく傾向

があり，図と説明を視ていた時間を比較した時, 説明を

視ていた時間が有意に長いことが明らかとなった．この

ことから，被験者が図ではなく説明を重視して記憶課題

をおこなっていたことがわかった．以上のことから，本

研究では視線入力装置を使用することで，学習時の視線

の動きの傾向を明らかにすることができ，その傾向をも

とに学習方略を可視化することができる可能性が示唆さ

れた．  

 本研究は学習方略について視線入力装置を用いて視線

の動きを可視化した数少ない研究である. 視線入力装置

に関しては, 自閉スペクトラム症の早期に出現する発達

異常を評価し定量化するための非侵襲的なツールとして,

有用であることや[12]，乳児の社会的相互作用施行中の

予測的眼球運動を明らかにできることが報告されている

[13]. これらのように視線入力装置は言語的なコミュニ

ケーションを図ることが難しい発達障害児や幼児の行動

を理解する時に有益な情報を提供していることが明らか

になってきている.  

 しかし, 健常者の学習方略に着目し, 視線の動きを可

視化した研究は少ない. 本研究は視線入力装置を用いる

ことで画面の視ている場所, その時間を測定することで

傾向を明らかにするだけでなく, 学習時の視線の動きに

ついて可視化することで, 学習方略を客観的に可視化す

ることが可能であることを示した. これまでは, 具体的

にどのような過程を深い処理と判断することが難しかっ

たが, 学習時の視線の動きについて可視化することによ

って, 学習者の主観的な学習方略と客観的な学習方略の

違いについて, 学習者に適切なフィードバックを行うこ

とができると考える. また, 教師側の指導方法としても

学習者の視線の傾向や偏りを知ることで，新たな学習方

略の提案に結びつけることが可能である． 

 本研究の限界として, 今回用いた視線入力装置で読み

取ることができたのは, 眼球の動きのみであった. その

ため, 周辺視野でどのような情報を得ていたかは機器の

限界である. また, 対象者数が少なく研究の統計的出力

が制限された可能性がある. 今後さらにサンプルサイズ

を増やし検討していく必要がある. また，今回の対象者

は医療系学部の学生に限られており, 領域特有の暗記方

略であった可能性がある．今後，理系や文系学部で学ぶ
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学生のデータ収集を行っていくことで, 学んでいる領域

による学生の学習方略の特徴などを明らかにしていくこ

とが期待できる. 

 

7．結論 

 本研究では, 視線入力装置を用いて暗記課題時の視線

の動きを可視化することによって, 学習方略と視線の動

きには関係性があることが示唆された. 今後, 視線入力

装置を使用した学習方略の可視化が, 教育分野で活用さ

れていくことが期待できる.  
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